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伯耆町立植田正治写真美術館
TEL：0859－39－8000

問い合わせ先

伯耆町立植田正治写真美術館　伯耆町須村353－３
TEL：0859-39-8000 ／ FAX：0859-68-3600

※本件１枚ご持参で一世帯様無料でご覧いただけます。

町　民　無　料　招　待　券

平成30年９月８日（土） 11月30日（金）◆開館時間／９：00～17：00（最終入館は16：30）
◆休 館 日／火曜日（祝日の場合は翌日）
◆ご来館の際には右欄の町民無料招待券を切り取っ
てご利用ください。

《注意》９月３日（月）～９月７日（金）は展示替えのため休館。

（本券を切り取ってご利用ください）

２・３階展示室

１階
D展示室

　“山陰にて” と題して開催する今回の展示では、山陰の子ど
もたちのさまざまなイメージ、「輝き」を紹介します。カメラ
に戸惑う子ども、素朴な表情、はかなげな姿、笑顔、魅力的
で愛らしい子どもたちが、植田正治の作品にはしばしば登場
します。
　戦前の代表作《少女四態》、戦後まもなくに撮影された《パ
パとママとコドモたち》などの家族写真、シリーズ〈童暦〉
を撮影し続けた1960年代、シリーズ〈小さい伝記〉の連載を
始めた1970年代など、植田の写真には、常に子どもたちの姿
があります。写真のなかの「昭和の子どもたち」は、カメラ
の前で一瞬緊張しながらも、無垢で純粋なまなざしを写真家
へと向け、素朴で素直な反応をみせています。そのまなざし
や反応は、子どもという被写体の本質、「輝き」を表しているようであり、私たちが忘れかけている大
切な瞬間や幼い日々の記憶を喚起する特別な力を持っているように思えてなりません。
　今回の展覧会では、植田が各年代、各シリーズにわたり、カメラ、アプローチや表現方法も変えながら、
“山陰にて” 子どもたちを撮り続けた足跡を概観します。

９月８日（土）会期： 11月30日（金）

会　期：９月８日（土）～10月８日（月・祝）
会　場：１階Ｄ展示室
入館料：無　料

シリーズ〈小さい伝記〉より  1974-85年

山陰にて

 大山開山1300年記念

 「大山24hours」柄木孝志写真展

植田正治、
子どもたちの輝き

山陰にて植田正治、
子どもたちの輝き

大山開山1300年を記念して大山の自然の素晴らしさ、美
しさなど知られざる魅力を、フォトグラファー柄木孝志
氏が、大山の24時間を約50枚の写真で時系列に紹介。
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災害を乗り切る、日ごろの備え ………………………………………………… 2P

桝水高原の夏の風物詩「フェスティバル・ディア・マ
スミズ」。待ちかねた人たちの踊りの輪ができました。

（桝水高原、７月21日撮影）

桝水高原の夏の風物詩「フェスティバル・ディア・マ
スミズ」。待ちかねた人たちの踊りの輪ができました。

（桝水高原、７月21日撮影）

夏の夜にお祭り騒ぎ
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